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ゆ
う

ほ
う

　

さ
て
、
こ
の
３
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
思

う
よ
う
な
仏
壮
活
動
も
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
近
年
は
、
年
々
過
疎

化
や
高
齢
化
が
進
み
、
さ
ら
に
生
活

ス
タ
イ
ル
が
変
わ
り
、
私
た
ち
の
お

寺
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

仏
壮
活
動
を
持
続
し
て
い
く
た
め

の
活
動
の
方
向
性
や
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
会
員
の
皆
さ
ま
と
と
も
に「
何

が
で
き
る
か
」「
何
を
す
べ
き
か
」
を

見
極
め
、
時
代
に
合
っ
た
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

変
わ
り
ゆ
く
時
代
で
は
あ
り
ま
す

が
、
私
た
ち
真
宗
門
徒
は「
変
わ
ら
な

い
み
教
え
」に
支
え
ら
れ
、
謙
虚
、
感

謝
、
感
動
を
授
か
り
な
が
ら
お
聴
聞
に

励
み
、
阿
弥
陀
様
に
手
を
合
わ
せ
、
智

慧
と
慈
悲
を
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
お
念
仏
申
す
朋
友
の
輪

を
拡
げ
、
心
豊
か
に
生
き
る
社
会
の

実
現
を
め
ざ
す
た
め
に
、
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

る
と
と
も
に
、
阿
弥
陀
さ
ま
に
手
を

合
わ
せ
る
生
活
を
送
っ
て
い
る
東
海

教
区
員
弁
組
源
光
寺
門
徒
で
す
。

　

全
国
の
仏
壮
会
員
の
皆
さ
ま
や
ご

寺
院
に
は
、
日
頃
か
ら
仏
壮
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
３

年
間
仏
教
壮
年
会
連
盟
の
理
事
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
種
村
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
、
西
を
望
め
ば
鈴
鹿
連
峰
の

山
脈
、
北
を
向
け
ば
雄
大
な
伊
吹
山

の
見
え
る
地
で
、
大
自
然
に
感
謝
す

理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

　

２
０
２
２
年
度
で
当
連
盟
の
連
盟
役
員
の
任
期
が
満
了
。
２
０
２
３
年

６
月
17
日
に
本
年
度
第
１
回
評
議
員
会
を
開
催
し
、
新
役
員
を
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

仏
教
壮
年
会
連
盟

理
事
長
　
種た

ね

村む
ら

　
美み

樹き

鈴鹿連峰を望む

員弁組 源光寺の仏壮活動（キッズサンガへの協力）
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4 月 16 日　大会行事開会式における連盟旗入場

「
第
24
回
全
国
仏
教
壮
年
大
会
」

第
24
回
全
国
仏
教
壮
年
大
会

大
会
実
行
委
員

　

伊
藤
　
友
一

　

２
０
２
３
年
４
月
15
日
・
16
日
に
、
６
年

ぶ
り
に
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

大
会
は
、
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立

教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
を
記
念
し
て
、

本
山
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

慶讃法要　4 月 15 日午後の座の様子

懇親会では「相愛サクソフォンアンサンブル」
の皆さんの演奏と、久しぶりの仲間との再会
を楽しみました

「
第
24
回 

全
国
仏
教
壮
年
大
会
を
顧
み
て
」

　

親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
記
念「
第
24
回
全
国
仏
教
壮
年
大

会
」大
会
行
事
を
、４
月
16
日（
日
）、ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
年
間
に
わ
た
り
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
蔓
延
す
る
中
、
こ
こ
に
来
て
感
染
状
況
が
収
束
に
向
か
う

兆
し
を
見
せ
る
良
い
時
期
に
、
全
国
各
地
よ
り
、
約
６
３
０
名
の
朋
友
・
門
信
徒
の
皆
さ
ま
が
集
い
、「
聖

人
の
み
教
え
つ
な
い
で
お
念
仏
申
す
朋
友
の
輪
」を
テ
ー
マ
に
、盛
大
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
の
記
念
講
演
で
は
、
入
澤
崇 

龍
谷
大
学
学
長
よ
り「
本
願
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
生
き
方
」

に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
一
様
に
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
、
ご
自
身
に
と
っ
て
大
切
な

「
ご
本
願
」の
お
話
に
聞
き
入
っ
て
い
た
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
に
は
約
７
５
０
名
の
方
が
午
後
の
部
の
法
要
に
ご
参
拝
さ
れ
、
そ
の
夕
方
に
は
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
に
お
き
ま
し
て
約
５
３
０
名
の
ご
参
加
の
も
と
、コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
講
じ
、

懇
親
会
を
開
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

６
年
ぶ
り
に
朋
友
と
の
再
会
を
喜
び
合
う
姿
が
、
会
場
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
、
時
間
も

忘
れ
語
り
合
う
光
景
が
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

皆
さ
ま
、
３
年
後
に
岐
阜
の
地
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

第
24
回
全
国
仏
教
壮
年
大
会 

大
会
実
行
委
員
長　

倉
石
　 

功
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生
き
る
こ
と
が
大
切
と
説
か
れ
、
聖
人
が

執
筆
さ
れ
た『
教
行
信
証
』か
ら「
恥は

づ
べ

し
傷い

た

む
べ
し
」
と
の
お
言
葉
を
紹
介
し
、

「
こ
の
姿
勢
こ
そ
今
の
社
会
に
最
も
必
要

な
も
の
」と
説
か
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
一
同
で
、

「
阿
弥
陀
如
来
の
お
慈
悲
に
生
か
さ
れ
て

い
る
私
た
ち
仏
教
壮
年
は
、
親
鸞
聖
人
の

み
教
え
を
依
り
ど
こ
ろ
と
し
、
時
代
の
変

化
に
流
さ
れ
ず
、
変
わ
ら
な
い
み
教
え
を

信
じ
、
お
念
仏
申
す
こ
と
こ
そ
が
仏
教
壮

年
と
し
て
の
大
切
な
歩
み
で
あ
り
ま
す
」

「
本
大
会
に
際
し
、
仏
教
壮
年
と
し
て
の
自

覚
を
新
た
に
し
、
お
念
仏
を
喜
び
、
次
世

代
へ
繋
ぎ
、
朋
友
の
輪
を
一
層
拡
げ
る
活

動
を
推
進
し
、
自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き

る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
」

と
決
意
表
明
し
、
大
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

前
回
備
後
大
会
の
中
止
に
よ
り
６
年
ぶ

り
と
な
っ
た
全
国
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
制
限
が
あ
る
中
、
無
事

　

15
日
午
後
よ
り
法
要
に
参
拝
し
、
夕
刻

よ
り
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
で
懇
親

会
が
行
わ
れ
、
16
日
が
大
会
行
事
と
な
り

ま
し
た
。

　
「
る
ん
び
に
太
鼓
」
の
皆
さ
ん
の
勇
ま

し
い
鼓
動
の
合
図
で
、
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
仏
壮
メ
ン
バ
ー
が
会
場
に
集
合
。
開
会

式
で
は
、
連
盟
旗
の
入
場
に
始
ま
り
、
種

村
美
樹 

実
行
委
員
の
調
声
で
正
信
偈
を

お
勤
め
し
、
参
加
者
全
員
で
綱
領
を
唱
和

し
ま
し
た
。

　

ご
門
主
様
よ
り
頂
戴
し
た
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
上
映
し
た
後
、
石
上
智
康 

連
盟

会
長
の
挨
拶
、
倉
石
功 

大
会
実
行
委
員

長
の
挨
拶
と
続
き
、
結
成
50
周
年
以
上
を

迎
え
る
単
位
会
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
続
き
足
利
一
之 

連
盟
講
師

よ
り「
倶
会
一
処
―
お
寺
は
み
ん
な
の
よ

る
と
こ
ろ
」と
題
し
て
法
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
住
職･

寺
族
・
壮
年
会
な
ど

の
教
化
団
体
が
協
力
し
て
お
寺
が
す
べ
て

の
世
代
に
と
っ
て
居
場
所
と
な
る
よ
う

に
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。
法
話
の
後
、
新

し
い「
領
解
文
」（
浄
土
真
宗
の
み
教
え
）

を
全
員
で
唱
和
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
入
澤
崇 

龍
谷
大
学
学
長
よ

り「
本
願
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
生
き

方
」と
題
し
て
記
念
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
入
澤
学
長
は
、｢

私｣

を
中
心
と
す

る
の
で
は
な
く
、「
仏
」「
本
願
」を
中
心
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

大
会
実
行
委
員（
理
事
）並
び
に
ス
タ
ッ

フ（
評
議
員
）の
皆
さ
ま
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。
そ
し
て
全
国
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ

い
た
総
勢
７
９
１
名
の
仏
壮
メ
ン
バ
ー
及

び
ご
縁
の
あ
る
方
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

３
年
後
、
岐
阜
の
地
で
再
会
す
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

南
無
阿
弥
陀
仏　

倉石実行委員長挨拶表彰の様子

実行委員・スタッフの皆さん

菅野実行委員による決意表明

入澤学長による
記念講演の様子

足利講師に
ご法話をいただく
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◆
新
規
単
位
登
録
名
簿

２
０
２
２（
令
和
４
）年
度

教　

区

組

寺　

院

単 

位 

会 

名

安　

芸

山
県
太
田

道
教
寺

道
教
寺
仏
教
壮
年
会

登
録
単
位
数　

２
、４
０
９
単
位

北
海
道

石
本　
　

要

○
東　

北

菅
野　

力
也

東　

京

佐
藤　

德
史

◇
長　

野

山
中　

秀
樹

国　

府

風
間　

智
義

新　

潟

久
保
田
武
志

富　

山

選
出
中

高　

岡

山
本　

譲
治

◇
石　

川

橋
本　

敏
秀

◇
福　

井

夏
目
健
之
助

岐　

阜

竹
中　

康
人

◎
東　

海

種
村　

美
樹

滋　

賀

選
出
中

京　

都

谷
口　

清
成

◇
奈　

良

田
中　

彰
一

大　

阪

中
井　

善
宣

◇
和
歌
山

前
川　

幸
三

兵　

庫

野
村　

幸
男

山　

陰

武
田　

英
教

◇
四　

州

窪
添　
　

司

◇
備　

後

宇
山　

茂
之

安　

芸

古
居　

俊
彦

山　

口

小
野
原　

博

北　

豊

奥
津　

隆
一

福　

岡

太
田　

喜
之

○
大　

分

高
岡　

秀
和

◇
佐　

賀

古
賀　
　

徳

長　

崎

園
田　

祥
隆

熊　

本

陣
内　
　

巧

宮　

崎

鬼
塚　

長
幸

鹿
児
島

中
原
雄
一
郎

沖　

縄

選
出
中

新　評　議　員

　

東
北
教
区
福
島
南
組
圓
寿
寺
門

徒
の
菅
野
力
也
と
申
し
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
若
輩
者
で
す
が
、
真
面
目

に
楽
し
い
仏
壮
活
動
が
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

東
北
教
区

菅か
ん

野の

　
力り

き

也や

◎…理事長　○…副理事長　◇…理事

副
理
事
長
挨
拶

　

仏
教
壮
年
会
活
動
を
維
持
し

て
い
く
た
め
の
課
題
は
多
い
で
す

が
、
み
教
え
に
出
遇
え
た
喜
び
を

分
か
ち
合
う
朋
友
の
皆
さ
ん
と
共

に
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
次
世

代
に
繋
が
る
仏
教
壮
年
会
活
動
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
分
教
区

高た
か

岡お
か

　
秀ひ

で

和か
ず

各
種
委
員
会 

委
員
長
挨
拶

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
講
師
の

先
生
方
・
組
織
拡
充
委
員
の
皆
様
方
に
ご

指
導
・
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
精
一
杯

頑
張
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

組
織
拡
充
委
員
会 

委
員
長

奈
良
教
区田た

中な
か

　
彰し

ょ
う

一い
ち

　

不
慣
れ
な
者
に
て
、
ご
講
師
の
先
生
方

に
ご
助
言
を
い
た
だ
き
、
研
修
委
員
の
皆

さ
ま
に
ご
意
見
、
ご
助
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ま
と
共
に
朋
友

の
輪
の
拡
が
り
に
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

研
修
委
員
会 

委
員
長

福
井
教
区夏な

つ

目め

健け
ん

之の

助す
け

　

本
誌「
朋
友
」
の
企
画
・
編
集
を
は
じ

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
等
、
４
名
の

メ
ン
バ
ー
で
連
盟
の
広
報
活
動
を
担
当
し

ま
す
。各
委
員
会
と
連
携
し
、タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
発
信
を
目
標
に
委
員
一
同
励
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

広
報
委
員
会 

委
員
長

佐
賀
教
区古こ

賀が

　
　
徳い

さ
お

　

教
材
委
員
会
で
は
、
今
、
書
籍『
朋
友
―

改
訂
版
―
』の
販
売
促
進
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
所
属
教
区
・
所
属
寺
は
も
と
よ
り
、

お
聴
聞
い
た
だ
い
た
方
々
に
も
購
入
い
た

だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、「
お
み
の
り
帳
」「
仏
壮
バ
ッ
ジ
」等
も
販

売
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
求
め
く

だ
さ
い
。（『
朋
友
―
改
訂
版
―
』の
ご
注
文

は
本
願
寺
出
版
社
ま
で
）

教
材
委
員
会 

委
員
長

四
州
教
区窪く

ぼ

添ぞ
え

　
　
司つ

か
さ

浄土真宗本願寺派
たすけあい運動募金

「
ハ
ワ
イ
・
マ
ウ
イ
島
大
規
模
火
災 

災
害
義
援
金
」
募
集
に
つ
い
て

受付口座番号

郵
便
振
替

０
１
０
０
０－

４－

６
９
９
５
７

加
入
者
名
　
た
す
け
あ
い
募
金

銀
行
振
込

銀
行
　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

店
名
　
一
〇
九
（
イ
チ
ゼ
ロ
キ
ュ
ウ
）
店

番
号
　
当
座　
０
０
６
９
９
５
７

名
義
　
た
す
け
あ
い
募
金

※
通
信
欄
に
「
マ
ウ
イ
島
災
害
義
援
金
」
と
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▲�詳細はこちらをスマホで読み
とってご覧ください

▲�ハワイ開教区の被害状況は
こちらからご覧ください
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野
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弘
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吉
野
北
組
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壮
年
会

２
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令
和
５
）年
度


